
                                      

 

令和７年１０月１７日  
交 通 政 策 部  

 

令和７年度物流総合効率化計画認定状況 

   （9 月末現在）をとりまとめました 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

１． 令和７年度物流総合効率化計画認定 一覧（9 月末現在） 

 

２．計画概要 
      別添のとおり             

実施事業者名 事業内容 効果

1 若松梱包運輸倉庫(株)、若松運輸(株)、FーＬＩＮＥ(株) 特定流通業務施設の新設に伴う輸送網集約
CO2排出削減量：22%
手待ち時間削減：65%

2 全国通運(株)、新潟運輸(株)、日本貨物鉄道(株) 積み合わせ貨物の鉄道モーダルシフト（2系統）
CO2排出削減量：75%
ドライバー運転時間省力化：91%

3
ユキグニファクトリー(株)、中越通運(株)、日本貨物鉄道
(株)、全国通運(株)

キノコ類、貨物の鉄道モーダルシフト
CO2排出削減量：83.9%
手待ち時間削減：90.7%

4 新潟陸運(株)、近海郵船(株) ＲＯＲＯ船を利用した船舶モーダルシフト
CO2排出削減量：43%
ドライバー運転時間省力化：81.7%

5
北越コーポレーション(株)、北越物流(株)、(株)テクノ北越、
日本貨物鉄道(株)、リンコー運輸(株)、(株)丸和通運

路線貨物の鉄道モーダルシフト
CO2排出削減量：51%
ドライバー運転時間省力化：90.3%

6
(株)メタル便、燕運送(株)、(株)アイデックス、伊藤忠丸紅鉄
鋼(株)、イグニション・ポイント(株)、(株)興和総合研究所

ミルクラン方式による集約化、車両相互使用による
共同輸送

CO2排出削減量：30%
ドライバー運転時間省力化：42.9%

7
ＹＫＫＡＰ(株)、大王製紙(株)、ダイオウロジスティクス(株)
北陸コカ・コーラ(株)

片荷輸送解消のための共同輸送（2系統）
CO2排出削減量：36% 30%
ドライバー運転時間省力化：45% 37.5%

8
日本石油輸送(株)、北陸コーポレーション(株)、
北越物流(株)、日本貨物鉄道(株)

路線貨物の鉄道モーダルシフト（4系統）
CO2排出削減量：64.0%
ドライバー運転時間省力化：86.3%

【お問合せ先】  交通政策部  
          環境・物流課 芦澤  成田 

℡ ０２５－２８５－９１５２ 

トラックドライバーの労働時間規制等による輸送能力不足、いわゆる物流の「2024 年問題」

は、喫緊の課題であると同時に、年々深刻化する構造的な問題でもあります。対策を講じずに経過

すると 2030 年度には 34％の輸送力が不足する恐れがあることから、トラック事業者だけでな

く、発着荷主、倉庫業をはじめとする物流事業者が連携して、輸配送の効率化や労働環境の改善に

取組むことがとても重要です。 

国土交通省では、物流 2024 年問題の解決策の一環として、また、荷主や消費者ニーズの高度

化・多様化に伴う小口化・多頻度化等に対応するため、物資の流通の効率化に関する法律に基づ

き、「２以上の者の連携」により環境負荷の低減及び省力化に資する流通業務の総合化・効率化の

取組み計画を「物流総合効率化計画」と認定し、支援しております。 

今般、令和7 年9 月末現在の北陸信越運輸局管内における物流総合効率化計画の認定状況をと

りまとめましたのでお知らせいたします。 

引き続き、計画認定等を通じた流通業務の効率化に対する支援を行い、持続可能な物流体系の

構築を進めてまいります。 

資料８ 



物流効率化法（物資の流通の効率化に関する法律）の概要
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○特定流通業務施設の新設に伴う輸送網の集約

・流通施設を従来の通過型センター（ＴＣ）から、在庫型センター（ＤＣ）にも対応していくことによって輸送効率の
向上が企図できる。
・トラック受付予約システムの導入及び高規格バースを設置する等により、手待ち時間を削減（約６５%）。
・トラックの台数、走行距離を削減することにより、CO2排出量を削減（約２２%）。

若松梱包運輸倉庫は、複数の物流拠点倉庫で荷物の保管・流通加工等を行っているため、非効率な輸送体
制となっていることから、「本社第二共配センター」を新設し、物流拠点倉庫及び輸送網を集約して効率化を
図り、令和７年５月から業務を開始予定。

○特定流通業務施設を新設し、分散している物流拠点・輸送網を集約・効率化する取組み（石川県白山市）

現 行 認定計画

＜特定流通業務施設の概要＞
・所在：
石川県白山市宮永町2375番地

・アクセス：
北陸自動車道白山 ＩＣから２．３ｋｍ

・容積：
８２，８９８㎥

＜実施事業者＞

・若松梱包運輸倉庫（株）
・若松運輸（株）
・Ｆ－ＬＩＮＥ（株）

令和７年４月１日 認定

関東エリア

横持ち
輸送

横持ち
輸送

若松梱包運輸倉庫
低温共配コアセンター

横持ち
輸送

中京エリア 関西エリア

他社倉庫Ａ 他社倉庫Ｂ

関東エリア 中京エリア 関西エリア

Ａ店舗 Ｂ店舗 Ｃ店舗 Ｄ問屋 Ｅ問屋 Ａ店舗 Ｂ店舗 Ｃ店舗 Ｄ問屋 Ｅ問屋

若松梱包運輸倉庫（株）本社第二共配センター
（自動倉庫）

荷主 Ｆ－ＬＩＮＥ（株）

若松梱包運輸倉庫
福増共配センター

荷主 Ｆ－ＬＩＮＥ（株）

★新設

連携

荷捌き・流通
加工・保管：
若松梱包運
輸倉庫（株）

輸送：若松
運輸（株）

連携

発注：Ｆ－
ＬＩＮＥ（株）

トラック受付予約システムの導入
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実施主体

全国通運(株)、新潟運輸(株)
日本貨物鉄道(株)

事業内容

路線貨物の鉄道モーダルシフト2系統
（長岡市～大阪府摂津市） （胎内市～大阪摂津市）

特徴 効果

・CO2排出削減量： ３５１．６ｔ （７５％）
・ドライバー運転時間省力化：６，０７６．６時間 （９１％）

・路線貨物の鉄道モーダルシフトによる効率化。
・小型フォークリフト走行可能３１ｆｔ鉄道コンテナ導入による積込
み作業時間の短縮

転換前

○積み合わせ貨物の鉄道モーダルシフト
令和７年６月３日認定

転換後

約６．１km

約５km

モーダルシフト 約５１７km
大阪貨物
ﾀｰﾐﾅﾙ駅 新潟運輸

摂津支店

新潟運輸
長岡支店

新潟運輸

摂津支店

約５３５km

新潟運輸
中条支店

約５５３km

新潟運輸
長岡支店

新潟運輸
中条支店

約５km

南長岡
駅

新潟貨物
ターミナル
駅

モーダルシフト約５７９km

約４３．８㎞
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実施主体

ユキグニファクトリー(株)
中越通運(株)、日本貨物鉄道(株)
全国通運(株)

事業内容

新潟県で生産されたキノコ類製品を、これまではトラック輸送で京都府八幡市を
経由して福岡県福岡市の九州DCまで輸送。これを鉄道コンテナに切り替える
「モーダルシフト」を実現。これにより、環境負荷軽減、省力化を推進する。

特徴 効果

・CO2排出削減量： ８０．７ｔ （８３．９％）
・ドライバー運転時間省力化：１，２６９．１時間 （９０．７％）

・長距離トラック輸送を
鉄道モーダルシフトによる効率化。

転換前

○キノコ類、貨物の鉄道モーダルシフト

令和７年６月１８日認定

転換後

南長岡
駅約４４．９km 約５．２km

モーダルシフト 約1,148km

ﾕｷｸﾞﾆﾌｧｸ
ﾄﾘｰ(株)

【新潟県南
魚沼市】

福岡
貨物
ﾀｰﾐﾅ
ﾙ駅

九州DC

【福岡県
福岡市】

約５５８km

関西DC

京都府
八幡市

中継地点

約６２９km

ﾕｷｸﾞﾆﾌｧｸ
ﾄﾘｰ(株)

【新潟県南
魚沼市】

九州DC

【福岡県
福岡市】
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実施主体

新潟陸運(株)
近海郵船(株)

事業内容

製菓会社柏崎工場（新潟県柏崎市）及び上越工場（新潟県上越市）で集荷し福岡
物流センターに１０トントラックで輸送していたものを、敦賀港より博多港の間
RORO船による輸送に転換するとともに、パレット化を進める。

特徴 効果

・CO2排出削減量： 129.8ｔ （43％）
・ドライバー運転時間省力化：3,528時間 （８1.7％）
・トレーラーの活用により積載容量が増え、輸送効率が上がる

・RORO船活用した長距離モーダルシフト

転換前（仮定）

○RORO船を利用した船舶モーダルシフト
令和７年７月１４日認定

転換後

敦賀港

福岡物流
センター
（福岡県
福岡市）

北越コーポレーション

約1,156km

３４０km １km

船舶モーダルシフト
約６４２km

柏崎工場
（新潟県
柏崎市）

上越工場
（新潟県
上越市）

福岡物流
センター
（福岡県
福岡市）

柏崎工場
（新潟県
柏崎市）

上越工場
（新潟県
上越市）

博多港
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実施主体

北越ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ(株) 北越物流(株) (株)テクノ北越
日本貨物鉄道(株) リンコー運輸(株) (株)丸和通運

事業内容

路線貨物の鉄道モーダルシフト

特徴 効果

・CO2排出削減量： ６１．５ｔ （５１％）
・ドライバー運転時間省力化：１，５５４時間 （９０．３％）

・着地最寄りのORSを活用した鉄道モーダルシフトによる効率
化。

転換前

○路線貨物の鉄道モーダルシフト

令和７年７月３１日認定

転換後

約５km 約１３km

モーダルシフト 約４３０km

水戸
ORS

北越
ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
新潟工場

新潟県
新潟市

約２７１km

新潟貨物
ターミナル
駅

北越
ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
新潟工場

新潟県
新潟市

北越
ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
関東工場

茨城県
ひたちなか市

北越
ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
関東工場

茨城県
ひたちなか市
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実施主体

(株)メタル便 燕運送(株) (株)アイデックス
伊藤忠丸紅鉄鋼(株) イグニション・ポイント(株)
(株)興和総合研究所

事業内容

新潟県（新潟市・燕市）ミルクラン集荷配送と静岡県（湖西市御前崎
市静岡市）ミルクラン集荷配送をつなぐクロスドッキング共同配送

特徴

効果

・CO2排出削減量： ４９．６ｔ （３０％）
・ドライバー運転時間省力化：

１，４８７時間 （４２．９％）

・中継輸送の運行管理車両管理の設定による車
両相互使用 統一運行システム管理

転換前

○ミルクラン方式による集約化、車両相互使用による共同輸送
令和７年７月３１日認定

B社：
新潟県
燕市

A社：
新潟県
新潟市

D社：
静岡県
静岡市

F社：
静岡県
御前崎市

往復４２３．３㎞

E社：
静岡県
静岡市

C社：
新潟県
新潟市

往復４１９．７㎞

往復４８８．１㎞

D社：
静岡県
静岡市

F社：
静岡県
御前崎市

B社：
新潟県
燕市

A社：
新潟県
新潟市

C社：
新潟県
新潟市

５２４．４㎞

２５㎞

３．１㎞

１．６㎞

ｸﾛｽﾄﾞｯｷﾝｸﾞ

ｸﾛｽﾄﾞｯｷﾝｸﾞ

E社：
静岡県
静岡市

７．１㎞ ５０．４㎞

８３．３㎞

転換後
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ＹＫＫＡＰ（株）、大王製紙（株）、ダイオーロジスティクス（株）、
北陸コカ・コーラボトリング(株)

事業内容

（片荷輸送の見直し） 北陸～埼玉～静岡～北陸
間の共同輸送により、実車率を高める。

特徴 効果 ・CO2排出削減量： ５３．３ ｔ （３６．０％）
・ドライバー運転時間省力化： １，４８８時間 （４５％）

・共同輸配送による効率化

○片荷輸送解消のための共同輸配送 その１

令和７年８月４日認定

実施主体

現行 認定計画
滑川製造所

金沢市

富山県

片道約２０７km

石川県

静岡県

富士宮市

片道約３１㎞

片道約４２５km

片道約３７２km

埼玉県 加須市

行田市

砺波市

富山市

黒部市

金沢市

富山県

石川県

片道約３１m

片道約４２５km

片道約３７２km

加須市

砺波市

黒部市

静岡県

富士宮市

空車４３㎞

空車３４㎞富山市

行田市

片道約２０７km

空車１７㎞
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静岡県

富士宮市

ＹＫＫＡＰ（株）、大王製紙（株）、ダイオーロジスティクス（株）、
北陸コカ・コーラボトリング(株)

事業内容

（片荷輸送の見直し） 北陸～神奈川～静岡～北陸
間の共同輸送により、実車率を高める。

特徴 効果 ・CO2排出削減量： １８．３ ｔ （３０．０％）
・ドライバー運転時間省力化： ５０４時間 （３７．５％）

・共同輸配送による効率化

○片荷輸送解消のための共同輸配送 その２

実施主体

現行 認定計画
滑川製造所

金沢市

富山県

石川県

静岡県

富士宮市

片道約３１㎞

片道約４２５km

片道約３９５km

神奈川県 愛甲郡

砺波市

富山市

黒部市

金沢市

富山県

石川県

片道約３１m

片道約３９５km

愛甲郡

砺波市

黒部市

空車４３㎞

空車３１㎞富山市

空車１１５㎞

片道約４２５km

神奈川県
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①埼玉県
熊谷市

実施主体

日本石油輸送(株)、北越コーポレーション（株）、
北越物流(株)、日本貨物鉄道(株)

事業内容
路線貨物の鉄道モーダルシフト

新潟工場発
着①熊谷市内倉庫②名古屋市内営業所③日野町内工場④守口市内倉庫

転換前

○路線貨物の鉄道モーダルシフト（４系統）
令和７年８月８日認定

北越ｺｰﾎﾟ
ﾚｰｼｮﾝ
新潟工場

①約２６６km

②約４９４km

③約５２２km

④約６０５km

特徴

・10㌧トラックと同等の積載が可能な20ft 有蓋
三方開きコンテナの活用

効果

・CO2排出削減量： １６７．３ｔ （６４％）
・ドライバー運転時間省力化

：３，７７３時間 （８６％）

②愛知県
名古屋市

③滋賀県
日野町

④大阪府
守口市

①埼玉県
熊谷市

②愛知県
名古屋市

③滋賀県
日野町

④大阪府
守口市

①熊谷貨物
ﾀｰﾐﾅﾙ

②名古屋貨物
ﾀｰﾐﾅﾙ

③京都
貨物駅

④大阪貨物
ﾀｰﾐﾅﾙ

①約４．４km

②約４．４km

③約４．４km

④約４．４km

①ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ
約２６２．６km

②ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ
約５７２．２km

③ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ
約５３８．４km

④ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ
約５７８km

①約３．５km

②約２２．３km

③約６５．７km

④約３．７km

北越ｺｰﾎﾟ
ﾚｰｼｮﾝ
新潟工場

新潟貨物
ﾀｰﾐﾅﾙ


